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江
隆
臣

副
議
長　

津
留
和
子

　

こ
の
た
び
、
改
選
後
の
５
月
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
・
副

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
改

め
て
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
治
体
の
自
立
性
の
確
立
に
向

け
た
分
権
改
革
の
推
進
や
、
広
域

合
併
等
に
よ
り
、
地
方
自
治
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
上
天

草
市
も
誕
生
後
10
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

当
市
の
将
来
を
見
据
え
、
住
民
代

表
の
合
議
制
の
機
関
と
し
て
、
議
会

に
与
え
ら

れ
た
役
割

を
果
た
し

て
ま
い
り

ま
す
。

※�

議
会
運
営
委
員
会
は
、
各
常
任
委
員

会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
及
び
副
議

長
で
構
成
さ
れ
、
議
会
の
日
程
な
ど

を
協
議
し
ま
す
。
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介
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報
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特
別
委
員
会

津留副議長 堀江議長

新
正
副
議
長

　
　

就
任
あ
い
さ
つ

体制スタート！

2013 上天草市議会だより 13号
kamiamakusa municipal assembly

2



①無会派
②無所属
③大矢野町

①無会派
②日本共産党
③姫戸町

①無会派
②無所属
③松島町

①研政クラブ
②無所属
③姫戸町

①あまくさ
②無所属
③龍ヶ岳町

①無会派
②無所属
③大矢野町

①無会派
②無所属
③松島町

①無会派
②無所属
③龍ヶ岳町

①あまくさ
②無所属
③大矢野町

①あまくさ
②無所属
③大矢野町

①無会派
②無所属
③大矢野町

①無会派
②無所属
③大矢野町

1 嶋
しまもと

元　秀
ひ で し

司

6 宮
みやした

下　昌
しょうこ

子

11 新
しんたく

宅　靖
や す し

司

16 田
た な か

中　勝
か つ き

毅14 桑
くわはら

原　千
ち と し

知

2 切
きりどおし

通　英
ひでひろ

博

5 田
た な か

中　たつお

10 島
し ま だ

田　光
みつひさ

久

17 津
つ ど め

留　和
か ず こ

子

3 平
ひ ら た

田　晶
あ き こ

子

8 髙
たかはし

橋　　健
けん

13 園
そ の だ

田　一
かずひろ

博

議員の紹介

（議席番号）名前
①会派
②所属
③出身地

（平成 25 年６月１日現在）

上天草市議会

①あまくさ
②無所属
③大矢野町

4 何
なにかわ

川　雅
まさひこ

彦
①研政クラブ
②無所属
③松島町

7 西
にしもと

本　輝
てるゆき

幸

①あまくさ
②無所属
③松島町

9 小
こ に し

西　涼
りょうじ

司
①無会派
②無所属
③大矢野町

12 田
た な か

中　万
ま さ と

里

①無会派
②無所属
③姫戸町

18 堀
ほ り え

江　隆
たかおみ

臣
①無会派
②無所属
③大矢野町

15 渡
わたなべ

辺　勝
か つ や

也
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定例会
─3月─

　3月定例会は、2月20日から3月13日まで開催
され、条例19件、予算22件、その他3件、請願
1件を審議し、議案はすべて原案可決し、請願に
ついては不採択としました。

　3月定例会では、平成25年、一般会計予算155億7,600万円が上程され可決しまし
た。前年度と比較して2.3％、3憶5,400万円の増となっています。内訳は自主財源が前
年度比2.5％増の26憶4,373万円、地方交付税などの依存財源は前年度比2.2％増の
127憶5,861万円となっています。しかし、地方を取り巻く厳しい財政状況は本市におい
ても変わりなく、各予算案に対してよりきめ細かい対策を求める意見が本会議において
も寄せられました。

平成25年度一般会計予算

平成25年度予算

歳出の主なもの（年額）

109万9千円

868万9千円

400万円

210万円

4,187万6千円

松島・八代航路運休に伴い、八代市方面の高
校などに通学している学生に通学費用の増
加分を補助するもの。

市内において交通空白地帯である４地区及び、新た
に導入予定の２地区について安定的な公共交通を維
持することを目的に経費の一部を補助するもの。

市木である松の保全、景観の向上を図るため地上散
布事業を行う。

合併１０周年を迎えるにあ
たり、その節目として行う
もの。制定にあたっては市
民を対象に公募を行いま
す。（作曲委託料を含む）

業務の効率化及び、市民サービスの維持向
上を目的に、各窓口で取り扱っている各種
証明書の発行に係る応対業務などを民間
委託するもの。

乗合タクシー運行費補助事業 松島・八代間通学補助事業

市歌制定事業

松くい虫防除地上散布委託料

窓口センター管理事務事業

可
決
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議案等の賛否表

720万円 1,774万5千円

500万円

450万円 3,059万7千円

479万5千円

イノシシの被害対策として
計上する予算。
8,000円×900頭

資格を有しない若年未就職者を新たに船員と
して雇用し、６級海技士（航海）資格の早期取得
に繋がる人材育成を行う。

昨年度に引き続き実施することでリピー
ターやコアファンの獲得を目指す。雨天対
応費用を含む。

環境問題である地球温暖化の防止に貢献する
ため、太陽光発電システムを住宅に設置する
市民に対し、補助金を交付するもの。

（１０万円×４５件）

国民健康保険加入者の４０歳～７５歳未満のか
たを対象として、内臓脂肪型肥満に着目した検
査項目での健康診査を実施するもの。

文化財などの発掘・
保護・活用を適切に
行い、歴史の継承、市
民の文化水準向上を
図る事業。

登立天満宮 うそ鳥

重要議案などに対して、各議員が「賛成」「反対」のどちらであったか、下記のとおり公表します。

議 案
番 号 議 案 名 賛 否 結 果

表
決
数

平
田
晶
子

何
川
雅
彦

田
中
た
つ
お

須
﨑
光
枝

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

田
中
豊
八

島
田
光
久

川
口
　
望

田
中
万
里

北
垣
　
潮

園
田
一
博

窪
田
進
市

津
留
和
子

桑
原
千
知

渡
辺
勝
也

田
中
勝
毅

蕏
塚
安
親

新
宅
靖
司

堀
江
隆
臣

議 案
第２号

上天草市役所
の位置を定め
る条例の一部
改正

原案に対
して
賛成か

原案
可決 21・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 案
第19号

Ｈ 2 4 　 一 般
会計補正予算

（第11号）

原案に対
して
賛成か

原案
可決 21・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 案
第29号

Ｈ 2５  一 般
会計当初予算

原案に対
して
賛成か

原案
可決 20・1 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 案
第43号

Ｈ 2 4 　 一 般
会計補正予算

（第12号）

原案に対
して
賛成か

原案
可決 21・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請 願
第 3 号

消費税増税に
反対する意見
書の提出を求
める請願

不採択と
すること
に 賛 成
か

不
採
択

19・2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

◎議案名は一部省略しています。　○賛成　●反対　−議長は除く

有害鳥獣駆除委託料 海運業船員雇用環境醸成事業委託料

文化財保護事業地域連携音楽祭事業委託料

特定健診事業

住宅用太陽光発電システム
設置費補助事業
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　今回の改定においては医療分、支援分、介護分の合算で、所得割 0.8%の増、資産割 14.0％減、
均等割 6,500 円の増額、平等割 3,000 円の減額となり、国保税の増収は約 3,200 万円の見込みとなっ
ています。

（改訂後）

所得割 資産割 均等割 平等割

医療分 　８．３％ ３５．０％ ２４，０００円 ２０，０００円

支援分 　２．３％ なし 　７，５００円 　４，０００円

介護分 　１．２％ なし 　９，０００円 　４，０００円

計 １１．８％ ３５．０％ ４０，５００円 ２８，０００円

　本市の国民健康保険は被保険者の減少、被保険者の低
所得者世帯の増加による保険税収入が減少したことと、
医療費が増加したことにより、財源不足が生じ、毎年不
足している 1 億 5 千万円から 2 億 2 千万円を一般財源
から繰り入れ（法定外）を行い補てんしています。今後、
国保会計維持のため、財源不足を解消し、財政基盤の安
定化を図る必要があるため、今回の改正となりました。

徴収の強化、ジェネリック医薬品の普及促進、重複・頻回受診の指導、健診受診率
の向上などを強化し、収支改善を図ります。

　低所得者世帯に
対し、保険税のうち
均等割と平等割の7
割、5割、2割の軽減
を行っています。
※ 平成24年度の軽

減世帯は全体の
63.99％となっ
ています。

病院の受付の様子

国民健康保険税率改定

今後は･･･
保険料の
軽減措置

改定の内容

●
議
案
第
46
号

　  

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
下
昌
子
議
員

　 

今
回
の
税
率
改
正
は
、
下
が
る
世

帯
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
で

上
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
上
の

引
き
上
げ
は
、
さ
ら
に
滞
納
を
う
み
、

病
院
に
か
か
り
た
く
て
も
か
か
れ
ず
、

重
症
患
者
を
増
や
し
か
ね
な
い
。

髙
橋
　
健
議
員

　 

市
民
の
負
担
を
伴
う
こ
と
で
あ

る
が
、
国
保
財
政
や
上
天
草
市
の
現

状
、
国
の
法
律
を
考
え
る
と
当
然
で

あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ（
法

定
外
）
を
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
公

平
で
は
な
い
。 討

論

定例会
─6月─

　6月定例会は、6月3日から6月21日まで開催され、
条例８件、補正予算1件、陳情1件、その他9件を審議
し、陳情は継続審査とし、議案はすべて原案どおり可
決しました。また、固定資産評価委員及び教育委員の
選任も上程され、賛成多数で決定しました。

反
対

賛
成

可
決
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　国家公務員の給与削減措置に準じて議員報酬及び職
員給料を減額するものです。

期　間：平成25年 7月から平成26年 3月まで
削減率：議員　5.8％

　市長・副市長・教育長　 10％
　　　　職員　1 ～ 2 級　2.8％
    　 3 級　3.8％
　　　　　　　4 ～ 5 級　5.8％
　　　　　　　6 ～ 7 級　7.8％

　あまくさ農業協同組合が実施する集荷場建設
に係る補助金。　　
　農産物の主な産地である大矢野地区に新たな
施設を建設することにより、天草管内の集荷所
の拠点として、園芸品目の集
出荷に対応し、品質の向上に
よる産地の確立、農家経営の
安定的発展を目指します。

　

姫
戸
町
姫
浦
に
民
間
の
葬
祭
場
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
近
隣
住
民
に
十
分

な
説
明
が
な
く
、
納
得
で
き
な
い
部
分
が

多
数
あ
り
ま
す
。
住
民
の
安
心
し
た
生
活

を
守
る
た
め
、
事
業
者
に
葬
祭
場
建
設
中

止
を
説
得
さ
れ
る
よ
う
陳
情
い
た
し
ま
す
。

（
陳
情
書
の
要
旨
を
抜
粋
）

葬
祭
場
建
設
に
反
対
す
る
住
民
の
会

●
固
定
資
産
評
価
委
員

 

成
田　
　

好　

氏　

大
矢
野
町

 

小
山　

勝
德　

氏　

松 
島 

町
 

杉
田　

良
一　

氏　

龍
ヶ
岳
町

●
教
育
委
員
会
委
員

 

藤
本　

敏
明　

氏　

大
矢
野
町

●上天草市議会議長等の議員報酬の
　特例に関する条例の制定
●上天草市一般職の職員等の給料の
　臨時特例に関する条例の制定

葬
祭
場
建
設
の
中
止
を

　
　
　
　
求
め
る
陳
情
書

生産総合事業補助金

条例改正

陳 

情
人
事
案
件

1億4,422万5千円

補正予算

議案等の賛否表
重要議案などに対して、各議員が「賛成」「反対」のどちらであったか、下記のとおり公表します。

議 案
番 号 議 案 名 賛 否 結 果

表
決
数

嶋
元
秀
司

切
通
英
博

平
田
晶
子

何
川
雅
彦

田
中
た
つ
お

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

島
田
光
久

新
宅
靖
司

田
中
万
里

園
田
一
博

桑
原
千
知

渡
辺
勝
也

田
中
勝
毅

津
留
和
子

堀
江
隆
臣

議 案
第46号

国民健康保険税条例
の一部改正

原 案に対し
て賛成か

原案
可決 16・1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 案
第50号

Ｈ25　一般会計補正
予算（第1号）

原 案に対し
て賛成か

原案
可決 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 案
第52号

職員等の給料の臨時
特例に関する条例の
制定

原 案に対し
て賛成か

原案
可決 15・2 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発 議
第 3 号

議員報酬の特例に関
する条例の制定

原 案に対し
て賛成か

原案
可決 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

同 意
第 4 号

上天草市教育委員会
委員の任命について

同意すること
に賛成か 同意 14・3 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

陳 情
第６号

葬祭場建設の中止を
求める陳情書

継 続 審 査と
することに賛
成か

継続
審査 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

◎議案名は一部省略しています。　○賛成　●反対　−議長は除く

可
決

継
続
審
査

可
決

同
意
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委
員
か
ら
の
意
見

委
員
か
ら
の
意
見

上
天
草
市
議
会 

常
任
委
員
会

６
月
10
日
の
本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査
を
、
３
つ
の

常
任
委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
問
と
そ
の

答
弁
、
委
員
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
17
日
、
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
議
案

す
べ
て
原
案
可
決
し
、
陳
情
に
つ
い
て
は
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
に
委
員
会
を
開
き
、
現
地
踏
査
及
び
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
過
、
並
び
に
結
果
に

つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

海
岸
漂
着
物
の
地
域
対
策
に
つ
い
て
。
昨
年

の
よ
う
な
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

災
害
規
模
が
大
規
模
と
な
れ
ば
、
漂
着
物
の

処
理
費
用
は
不
足
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
災

害
対
策
費
と
し
て
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
の
災
害
の
経
験
を
活
か
し
、
国
や
県
と
の
連
絡
を

密
に
と
っ
た
迅
速
な
対
応
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
２
５
０
万
円
に
つ

い
て
の
詳
細
な
説
明
を
。

集
会
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整

備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
行
う
も
の
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
、
助
成
金

の
額
は
１
０
０
万
円
か
ら
２
５
０
万
円
ま
で
と
定
め

て
あ
り
ま
す
。

地
域
環
境
保
全
対
策
費
補
助
金
事
業

２
５
０
万
円
に
つ
い
て
、
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去

が
本
格
的
に
な
れ
ば
、
梅
雨
時
期
な
ど
の
流
木
や
漂

流
物
の
影
響
が
今
よ
り
深
刻
化
す
る
の
で
は
と
懸
念

す
る
。
環
不
知
火
海
沿
岸
の
自
治
体
と
協
力
し
、
地

域
連
合
と
し
て
今
後
の
予
算
確
保
に
向
け
、
国
や
県

に
対
し
強
く
要
望
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

県
が
管
轄
す
る
保
全
区
域
外
に
お
い
て
も
率

先
し
て
十
分
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
漁
業
を
営
む
方
々
が
安
心

し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
抑
制
に

取
組
む
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
建
設
を
差
し
止
め
る
権
限
は
な

く
、
事
業
主
側
に
強
く
要
望
で
き
る
立
場
で
も
な
い

た
め
、
陳
情
書
の
内
容
に
応
え
る
こ
と
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
陳
情
が
出
さ
れ
た
以
上
は
、議
会
・

執
行
部
と
も
に
し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
た
め
、
継
続
審
査
と
し
て
今
後
の
経
緯

を
見
守
っ
て
い
く
。執
行
部
は
地
域
住
民
と
事
業
主
、

双
方
が
納
得
す
る
よ
う
な
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
や
団
体
は
、
厳
し
い
財
源

の
中
で
運
用
し
て
い
る
。
活
動
が
活
性
化
す

る
よ
う
な
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
周
知
の
徹

底
を
お
願
い
し
た
い
。

諫
早
湾
や
有
明
海
に
比
べ
、
不
知
火
海
に
対

す
る
環
境
分
野
の
予
算
は
格
段
に
低
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
現
状
を
国
や
県
に
訴
え
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
50
号

　

上
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
所
管
部
門
】

議
案
第
50
号

　

上
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
所
管
部
門
】

陳
情
第
６
号

　

葬
斎
場
建
設
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

可
決

可
決

問

問

問

答

答

答

継
続
審
査
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経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

現
地
踏
査（
６
月
14
日
）

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
集
出
荷
貯
蔵

施
設
建
設
予
定
地
の
視
察

委
員
か
ら
の
意
見

　

６
月
13
日
、
付
託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査

し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
健

康
福
祉
部
よ
り
『
上
天
草
市
地
域
福
祉
計
画
及
び

上
天
草
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
』『
第
２
期
上
天
草

市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
』
の
策
定
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

統
合
に
つ
い
て
、
地
域
や
保
護
者
か
ら
の
意

見
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。

ま
ず
保
護
者
の
意
見
を
重
視
し
、
条
件
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
了
承
さ
れ
た
後
、
地

域
へ
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
津
小
学
校
と
教

良
木
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
津
小
学
校
の
保
護
者

に
了
承
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
今
津
中

学
校
と
教
良
木
中
学
校
の
み
の
提
案
と
な
り
ま
し

た
。

※ 

平
成
26
年
４
月
に
今
津
中
学
校
と
教
良
木
中
学
校

が
統
合
し
松
島
中
学
校
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
の
理
由
は
。

平
成
31
年
に
は
交
付
税
が
一
本
算
定
と
な
り
、

一
般
会
計
の
財
源
が
不
足
し
繰
り
入
れ
が
困

難
と
な
る
た
め
、
定
期
的
に
税
率
を
見
直
し
て
い
き

ま
す
。税

が
上
れ
ば
さ
ら
に
滞
納
者
が
増
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
今
後
の
収
納
対
策
は
。

市
の
徴
収
率
は
県
内
14
市
の
中
で
10
位
で
あ

り
、
滞
納
額
は
約
４
億
円
。
不
公
平
感
を
な

く
す
た
め
厳
し
く
徴
収
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
オ
ル
レ
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
つ
い
て
。
交
通
手
段
、
宿
泊
施
設
な
ど

の
受
け
入
れ
態
勢
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

地
元
の
宿
泊
施
設
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
交
通
ア
ク
セ
ス
や
宿
泊
施
設
な
ど
の
受

け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図
り
、
訪
問
者
や
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

道
路
補
修
工
事
な
ど
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
。
危
険
箇
所
、
通
学
路
、
交
通
量
な
ど
を

考
慮
し
た
方
針
を
定
め
た
ら
ど
う
か
。

緊
急
を
要
す
る
箇
所
を
、
優
先
的
に
工
事
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
道
路
維
持
や
補
修

な
ど
優
先
順
位
を
定
め
る
要
綱
の
作
成
を
検
討
し
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
、
病
気
の
予
防
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
進
な
ど
、
医
療

費
を
下
げ
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ほ
し

い
。

上天草市議会　常任委員会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
案
第
47
号

　

上
天
草
市
立
学
校
設
置
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
46
号

　

上
天
草
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

可
決

可
決

問問

問

問問

答答

答

答答

教良木中学校

今津中学校
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市政のココを問う市政のココを問う市政のココを問う
一般
質問

6月定例会では6人の議員が一般質問を行いました。

QA
国
保
税
ア
ッ
プ
は
益
々
滞
納
者
が
増

え
財
政
悪
化
に
つ
な
が
る
の
で
は

財
政
安
定
化
対
策
は
、
保
険

税
の
収
入
確
保
以
外
に
な
い

宮下　昌子議員

宮
下　

国
保
財
政
悪
化
の
一
番
の
原
因

は
何
だ
と
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

医
療
費
や
拠
出
金
が

伸
び
て
い
る
中
、
被
保
険
者
の
減
少
な
ど

で
税
収
減
と
な
り
財
源
不
足
と
な
っ
て
い

ま
す
。

宮
下　

今
回
の
国
保
税
率
改
正
で
ど
う

な
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

７
割
軽
減
世
帯
で

資
産
割
り
の
あ
る
世
帯
は
下
が
る
が
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
１
世
帯
あ
た
り

５
６
８
６
円
程
度
上
が
り
ま
す
。

宮
下　

昨
年
の
介
護
保
険
料
引
き
上

げ
、
さ
ら
に
消
費
税
引
き
上
げ
な
ど
市
民

に
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
基
金
の
取
り

崩
し
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増

や
し
て
、
市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

市
長　

今
後
、
市
と
し
て
繰
り
入
れ
を

さ
ら
に
増
額
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。宮

下　

今
、
す
べ
き
こ
と
は
公
的
支
援

の
強
化
で
あ
る
。
減
ら
さ
れ
た
国
庫
負
担

金
を
元
に
戻
す
よ
う
国
に
強
く
要
望
し
、

一
般
財
源
の
ム
ダ
を
省
き
、
先
に
延
ば
せ

る
も
の
は
先
に
延
ば
し
、
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
べ
き
だ
。

【
湯
島
地
区
の
保
育
状
況
に
つ
い
て
】

宮
下　

湯
島
地
区
に
お
い
て
就
学
前
の

子
ど
も
に
対
す
る
保
育
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
対
象
者
は
８

名
ほ
ど
で
す
が
、
保
育
所
の
設
置
は
な
い

た
め
、
家
庭
内
保
育
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

宮
下　
「
せ
め
て
週
に
２
日
で
も
良
い

か
ら
保
育
を
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
が
あ
る
が
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
社
協
に
委
託

し
て
い
る
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
』

が
あ
り
ま
す
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

制
度
の
周
知
を
図
り
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

ボランティアで行なわれている
読み聞かせの様子
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QA

QA

九
州
海
技
学
院
の
存
続
に

つ
い
て

宇
城
市
で
継
続
審
議
中
の
為
、

コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
る

市政のココを問う

農
業
者
、
六
次
産
業
化
に
取
り

組
む
方
た
ち
へ
の
支
援
策
を
や

る
べ
き
で
あ
る

鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

【
松
島
・
八
代
航
路
あ
り
方
検
討
会
に
つ

い
て
】

田
中　

松
島
・
八
代
航
路
あ
り
方
検
討

会
の
目
的
に
つ
い
て
。

総
務
企
画
部
長　

住
民
へ
の
ニ
ー
ズ
の

調
査
、
航
路
事
業
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
実
施
し
ま
し
て
、
こ
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
い
て
、
運
行
形
態
を
検
討
す
る

事
で
、
本
航
路
の
存
在
意
義
や
将
来
像
の

モ
デ
ル
な
ど
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
結

論
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
状

況
で
す
。

【
新
松
島
庁
舎
の
状
況
に
つ
い
て
】

田
中
　
松
島
庁
舎
の
職
員
駐
車
場
不
足

状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長　

職
員
、
臨
時
職
員
、

嘱
託
職
員
も
含
め
て
１
５
７
名
程
度
で
あ

り
、
大
体
77
名
分
程
度
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
内
容
的
な

も
の
に
つ
い
て
精
査
し
て
具
体
的
に
動
き

出
す
準
備
を
整
え
て
い
る
状
況
で
す
。

田
中　

身
障
者
用
駐
車
場
の
位
置
に
つ

い
て
、
ち
ょ
っ
と
優
し
さ
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
距
離
的
に
少
し
離
れ
て

田
中　

農
業
者
の
現
状
、
農
業
者
の
人

口
、
農
業
者
の
所
得
、
農
業
者
の
声
。
２

番
目
に
、
学
校
給
食
の
献
立
に
使
用
可
能

な
農
産
物
の
基
準
、
学
校
給
食
の
献
立

に
使
用
中
の
地
元
農
産
物
の
割
合
に
つ
い

て
。

経
済
振
興
部
長　

農
業
者
の
人
口
は
、

平
成
22
年
の
農
家
戸
数
は
１
０
９
９
戸

で
就
業
人
口
が
９
９
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
農
業
者
の
所
得
は
平
成
22
年
の
所
得

が
27
億
５
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
農
業
者
の
声
と
し
て
、
現
状
で

は
、
円
安
に
よ
る
燃
料
の
高
騰
や
、
生
産

資
材
の
高
騰
に
よ
っ
て
生
産
コ
ス
ト
が
増

加
し
た
こ
と
や
、
燃
料
代
に
対
す
る
補
助

や
省
エ
ネ
施
設
導
入
へ
の
補
助
の
要
望
で

す
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
、
地
域
を
挙
げ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
ほ
場
整
備
な
ど
の
要
望
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

教
育
部
長
　

現
在
、
学
校
給
食
の
献
立

に
使
用
中
の
地
元
農
産
物
に
つ
い
て
は
、

市
内
産
と
い
う
認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
平
成
23
年
度
は
全
体
量
の
19
・
７
％

が
市
内
産
の
農
産
物
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
果
樹
類
は
全
て
市
内
産
で
ご
ざ
い
ま

い
る
こ
と
か
ら
、
玄

関
近
く
に
確
保
で

き
な
い
か
探
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田
中　

総
合
案
内

板
が
分
か
り
づ
ら

い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
案
内
人
を

付
け
た
ら
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

案
内
板
に
つ
き
ま
し

て
は
、
早
急
に
対
応
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
窓
口
業
務
の
社
員
の
か

た
に
総
合
的
な
案
内
あ
た
り
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
教
良
木
・
湯
島
出
張
所
の
郵
便
局
へ
の

業
務
委
託
に
つ
い
て
】

田
中　

教
良
木
・
湯
島
出
張
所
の
業
務

を
郵
便
局
に
委
託
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

市
民
生
活
部
長　

教
良
木
出
張
所
の
業

務
委
託
に
つ
い
て
は
、
業
務
内
容
を
精
査

し
て
、
こ
ち
ら
の
郵
便
局
委
託
は
で
き
れ

ば
行
い
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り

ま
す
。
湯
島
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郵
便
局

へ
の
委
託
は
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

し
て
、
魚
類
、
野
菜
類
は
主
に
市
内
産
を

使
っ
て
お
り
ま
す
。

田
中　

従
事
者
の
声
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
は
、
我
々
も
様
々
な
考
え
で
取
り

組
み
を
す
る
べ
き
だ
が
、
市
の
予
算
規
模

で
は
、
な
か
な
か
大
盤
振
る
舞
い
で
き
な

い
現
状
な
の
で
、
国
な
ど
の
政
策
と
連
携

し
農
業
者
、
六
次
産
業
化
に
取
り
組
む
か

た
た
ち
へ
の
支
援
策
を
や
る
べ
き
だ
。

給
食
面
に
お
い
て
も
何
年
か
後
に
は
、

50
％
位
は
上
天
草
市
産
を
使
え
る
よ
う
に

し
、
地
元
農
業
者
の
所
得
向
上
へ
繋
げ
る

べ
き
で
あ
る
。

市
長　

日
本
の
戦
略
上
の
物
資
と
し

て
、
農
業
、
漁
業
、
一
次
産
業
を
輸
出
に

向
け
て
か
じ
取
り
を
切
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
波
に
乗
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

も
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

新松島庁舎 田中たつお議員

田中　万里議員
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今
津
小
学
校
の
ト
イ
レ
の

改
修
計
画
は

平
成
26
年
度
に
全
面
改
修

企
業
誘
致
の
実
績
は

５
年
間
で
３
社
。
目
標
数
値

に
達
し
て
い
な
い

市政のココを問う K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

小
西　

今
津
小
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
故

障
や
配
管
の
詰
ま
り
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
早
急
に
解
消

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
部
長
　

学
校
側
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
か
ら
も
御
要
望
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
設
計
、
26
年
度
に
全

面
改
修
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
ア
ロ
マ
子
ど
も
広
場
の
遊
具
の
補
修
に

つ
い
て
】

小
西　

ア
ロ
マ
子
ど
も
広
場
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
に
よ
り
マ
ッ
ト
が
は
が
れ
た

り
、
遊
具
そ
の
も
の
が
撤
去
さ
れ
利
用
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

人
工
芝
の
張
り
替
え
や
遊
具
の
補
修
計

画
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長
　

子
ど
も
広
場
に
関
し
て

は
、毎
年
度
、補
修
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
一
番
傷
み
が
激
し
い
子
ど
も
ゲ
レ

ン
デ
の
人
工
芝
の
張
り
替
え
を
予
算
計
上

し
、
早
急
に
張
り
替
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
砦
、

や
ぐ
ら
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
不
思

議
の
ド
ル
フ
ィ
ン
な
ど
遊
具
の
塗
り
替

え
、
補
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

島
田　

上
天
草
市
は
経
済
対
策
・
雇
用

の
確
保
の
た
め
、
企
業
誘
致
課
を
設
置
し

企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
の
企
業
誘
致
課
の
人
件
費

を
含
む
総
予
算
と
、
企
業
誘
致
に
む
け
て

訪
問
さ
れ
た
回
数
と
地
域
に
つ
い
て
。

経
済
振
興
部
長　

企
業
誘
致
課
に
お
い

て
は
、
本
年
３
月
ま
で
部
長
兼
課
長
１
名
、

他
４
名
の
５
人
体
制
で
業
務
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
５
年
間
の
総
額
は
事
業
費
込

み
で
３
億
４
６
５
６
万
円
、
う
ち
人
件
費

１
億
７
９
４
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
地
域
は
関
東
、
関
西
、
九
州
管
内
、

県
内
、
総
計
で
１
８
６
１
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

島
田　

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
課
活
動
の

実
績
、
効
果
の
検
証
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た
問
題
点

は
ど
こ
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。

【
合
津
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
】

小
西　

合
津
川
は
、
梅
雨
時
期
、
毎
年

の
よ
う
に
河
川
の
氾
濫
が
お
き
て
お
り
、

今
年
に
入
り
、
県
と
市
と
の
合
同
の
合
津

川
並
び
に
周
辺
の
農
地
、
水
路
な
ど
を
現

地
踏
査
を
さ
れ
て
い
る
が
、
合
津
川
の
河

川
改
修
工
事
の
計
画
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

建
設
部
長
　

県
に
お
い
て
、
平
成
23
年

度
よ
り
河
川
整
備
基
本
方
針
策
定
業
務
に

着
手
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
合
津
川
河

川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
を
推
進
す
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
土
地
利
用
計
画
、

内
水
問
題
な
ど
、
課
題
が
多
い
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

合
津
川
河
川
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

河
川
幅
の
拡
張
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
等
に

よ
り
可
能
と
な
り
ま
す
が
、
農
地
並
び
に

排
水
施
設
が
合
津
川
の
河
床
と
同
じ
程
度

の
高
さ
の
た
め
、
排
水
不
良
が
懸
念
さ
れ

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
耕
作

放
棄
地
を
含
め
た
土
地
利
用
の
計
画
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

経
済
振
興
部
長　

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘

致
３
社
で
目
標
数
値
ま
で
は
い
っ
て
い
な

い
の
は
反
省
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
今
後
も
企
業
誘
致
活
動
は
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

達
成
で
き
な
い
数
字
に
つ
い
て

の
責
任
は
全
て
私
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

こ
は
私
の
責
任
と
認
識
し
て
い
ま
す
。　

　

企
業
誘
致
の
効
果
を
発
展
的
に
成
し
遂

げ
る
と
い
う
の
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

か
な
り
の
人
件
費
の
予
算
を
使
っ
て
お

り
ま
す
が
、
上
天
草
市
の
雇
用
と
所
得
の

向
上
、
こ
れ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

小西　涼司議員

島田　光久議員

企業誘致により樋合小学校跡地に
進出した『天草きのこファーム』
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水
道
基
本
料
金
に
つ
い
て

水
道
運
営
審
議
会
で
検
討

す
る

市政のココを問う K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

西
本　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
の

減
少
と
共
に
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
も
多
く

な
り
、
水
道
利
用
量
が
基
本
料
金
以
下
の

世
帯
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

生
活
し
て
い
く
中
で
水
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
水

道
事
業
の
適
正
化
を
図
る
う
え
で
重
要
な

こ
と
と
思
う
が
、
基
本
料
金
・
基
本
水
量

の
設
定
の
根
拠
に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た

い
。

水
道
局
長
　

各
地
区
の
基
本
料
・
基
本

水
量
設
定
の
根
拠
は
、
一
般
家
庭
の
一
カ

月
一
人
当
た
り
の
平
均
使
用
水
量
が
５
ト

ン
か
ら
６
ト
ン
程
度
で
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。西

本　

基
本
料
金
以
下
・
基
本
水
量
以

下
の
使
用
世
帯
の
状
況
は
。

水
道
局
長
　

大
矢
野
地
区
の
給
水
件

数
５
９
９
１
件
の
う
ち
２
１
８
２
件
、
松

島
地
区
２
７
８
６
件
の
う
ち
７
２
７
件
、

姫
戸
地
区
１
０
４
９
件
の
う
ち
３
９
５

件
、
龍
ヶ
岳
地
区
１
６
９
８
件
の
う
ち

６
６
８
件
。
全
体
で
１
１
７
９
２
件
の
う

ち
４
１
１
８
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
本　

基
本
料
金
・
基
本
水
量
に
つ
い

て
差
額
が
あ
る
が
整
合
性
は
あ
る
の
か
。

水
道
局
長
　

設
定
し
て
い
る
実
際
の
使

用
水
量
に
差
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
整
合
性
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
、
独
居
老
人
の
世
帯
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
弱
者
世
帯
に
も
対
応
を
考
慮
し

て
ほ
し
い
と
、
水
道
運
営
審
議
会
で
も
出

て
い
る
の
で
、
審
議
会
に
諮
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

西
本　

基
本
料
金
・
基
本
水
量
に
つ
い

て
は
多
額
の
差
が
あ
る
。

　

今
後
、
高
齢
化
も
進
み
、
一
人
暮
し
も

多
く
な
る
の
で
、
平
等
性
が
保
て
る
よ
う

に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

西本　輝幸議員

永 年 勤 続 議 員 表 彰
全国市議会議長会

桑原千知議員　　堀江隆臣議長　　渡辺勝也議員　　田中勝毅議員　　新宅靖司議員

平成 25 年度の全国市議会議長会の総会において、新宅靖司議員、桑原千知議員、渡辺勝也議員、

田中勝毅議員、堀江隆臣議長が永年にわたり地方自治の発展に寄与した功績により表彰されました。
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　４月１日より大矢野および松島の本庁舎、そして姫戸および龍ヶ岳の支所で

取り扱う、窓口業務の民間委託が始まりました。おおむね順調に業務が進んで

いますが、対する市民の反応、また今回の民間委託の決断の背景をレポートし

ます。

　議会でもさまざまな議論を呼んだ、窓口業

務の民間委託がスタートして４ヶ月がたちま

す。市民の皆さんからの主な声としては、『対

応が丁寧で早くなった』、『スタッフが明るく

なった』と評価の声がある一方、『総合案内

がほしい』などの要望があっています。

　県内では初めての取り組みということで、

県内外より注目を集めていますが、おおむね

順調に業務の引渡しも行われました。議会等

でも指摘があった『個人情報の保護のあり方』

においても、徹底した個人を特定する ID と

アクセス記録の管理を行うことで、個人情報

の保護に努めるとのことでした。

窓口業務の民間委託は
県内で初めて

追跡追跡

窓口業務民間委託がスタート

2013 上天草市議会だより 13号
kamiamakusa municipal assembly
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　今回の民間委託の決断には、今後の厳しい財政運営が
背景にあります。上天草市が誕生して 10 年目を迎え、
今後、地方交付税が段階的に引き下げられることになり
ます。しかし、そういった厳しい財政状況の中でも、住
民サービスや必要な投資的経費を維持していかなければ
なりません。今後、行政組織の合理化は必要不可欠であ
り、なおかつ多様化、高度化する住民ニーズに対応して
いかなければなりません。その手段のひとつとして、民
間委託があり、民間の経営資源を活用し、公共サービス
の改革によって事務事業の効率化を図ることが目的とい
えます。

　今回の窓口業務の民間委託は、すでに実施されてい
る窓口業務の郵便局への委託同様、行政組織の合理化
政策の一環として行われましたが、今後は２７年度以
降をめどに、出張所の存続を含め、更なる行政組織の
改革が検討されていくことになると思われます。議会
としても、上天草市の将
来の展望と、住民サービ
スの維持、あるいはコミュ
ニティーのあり方も含め、
幅広い見地から議論を重
ねることが重要であり、そ
の上でよりよい判断が求
められることになります。

迫られる行政コストの削減

申請書受付件数 4790965023418

5090975024428

件数

郵便局名

証明書交付件数

合
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樋
島
郵
便
局

大
道
郵
便
局

龍
ヶ
岳
郵
便
局

二
間
戸
郵
便
局

姫
戸
郵
便
局

阿
村
郵
便
局

松
島
郵
便
局

維
和
郵
便
局

柳

郵

便

局

江
樋
戸
郵
便
局

大
矢
野
郵
便
局

今後の方針

行政組織の合理化は
必要不可欠！！

Ｈ 27年度以降をめ
どに、更なる行政組
織の改革が検討され
ます

郵便局取り扱い件数
４～５月の実績

大矢野町維和郵便局
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今回からの新コーナー「笑顔がキラリ」
第１回目は、松島町にお邪魔して笑顔の素敵な市民の皆さんに
突撃インタビューをさせていただきました。

次の定例議会は ぜひ傍聴にお越しください　　
詳しくは議会事務局へ　0964-56-11119月2日開会です

【松島町合津】
小西　等さん　　 （75 歳）
　　　五十鈴さん（72 歳）

「一番楽しい時間は？」

表紙の写真

突 インタビュー撃

○インタビュー、撮影にご協力いただきありがとうございました。

『熊本市の孫に会いに
に行くこと』
月に１度の楽しみです。

まちを歩いて・・・まちを歩いて・・・
姫  戸  地  区

　『山の神さん』は、永目地区から15分ほど道なき道を登った場所にあり、2方向
から流れる小さな沢が交わるところに祀られています。
　農業と海、水の神様で、毎年11月の丑の日に五穀豊穣を祈って、お供え物が
奉納されます。ただし、この『山の神』は、器量の悪い女性だそうで、女性が近づく
と嫉妬すると言われていて、残念ながら男性しかお参りできません。（田中道範
さんに協力していただきました。）
　300年以上前から男の子だけでお参りしているそうですが、子どもたちが守る
『山の神さん』は全国でも珍しく３ヶ所しかないということです。パワースポット
としては、最高の場所だと思います。
ぜひ、男性の方は一度お参りしてみてはいかがでしょうか？

上天草市議会だより　第13号　平成25年8月19日発行　
ホームページアドレス http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp

「子ども山の神さん」

編
集
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
の
改
選
で
議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
に
な
り
、
初
め
て
の

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

５
月
に
は
早
速
、
熊
日
新
聞
の
鹿
本
上

天
草
支
局
長
を
お
迎
え
し
、
委
員
会
研
修

を
行
い
ま
し
た
。「
議
会
広
報
の
意
義
・
記

事
作
成
の
コ
ツ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
い
た
あ
と
、
実
際
に
議
事
録
を
見

な
が
ら
原
稿
作
成
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
何
と
か
書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
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そ
の
結
果
は
今
回
発
揮
さ
れ
て
い
る
の

か
・
・
・

　

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

委
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
、
見
や
す
く
、
そ
し
て
こ
の

議
会
だ
よ
り
が
市
民
と
議
会
を
繋
ぎ
、
上

天
草
市
議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
作
成
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
だ
よ
り
「
え
が
お
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
平
田　

晶
子
）

『ドライブ・温泉旅行」
月に数回出かけています。

【松島町今泉】
山口　要さん　　 （75 歳）
　　　テル子さん（70 歳）

キラリ

　5月1日より、上天草市議会
が18名の新体制でスタートし
ました。
　4年間よろしくお願いいたし
ます。
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